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正しく使って上まに節制 


1. 特にを意しでいただきたいこと、 

まをのために必すお守りください…1 

2. 使巧する場所 . 4 

3. 各部の名称 . 5 

® 外観図 . 5 

® 構造図 . 

0操巧部•表示部 . 7 

4. 使巧前の準備 . 1( 

e 使巧前の羣備 .. 

©燃料 . 

g 給油 . 1; 

® 点义前の準備と確飄 . 1： 

5. 使巧方を .1' 
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この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に圧しくお使いいたださ、あな 
たや他の人々への危害やお産への損善を未然に防止するために、いろいろな絵表示を, 
しでいまず。その表示と意味は次のよラになっでいます。内容をよく理解しでから- 
本でをお読みください。 kSIc . 

A ^阪^この表示を無視しで、った取〇扳し^をずると、人び死 t : または胃傷を負ラ 
/1\ JBFX 危険び差し迫って生じることび想定される巧!容.ををしています。..'. 

/ X 蜀な仲 この表示を無視しで、誤った取り扱いをすると心人が死亡または重嬉看負ラ 
/1\ 口 巧能性び想定されるの容を示しでいます。 . 

A みを この表示を無視しで、誤った取り扳いをすると、人が德害を負ラ倉険が想定 
/!\ /±； sl される内容および物的損書のみの発生び想定される内容を示しでいます。‘ 


絵表示の例 


A 



么記号はを意を促す内容びあることを告げるをのです。： 

図の中に具体のな';主意内容(左図の場さは一般のなを意)び描かれてい, 
ます。 

&記号は禁止の行為であることを告げるちのです。 

國の中やお糖に具体的な禁止巧容(左図の揚含はガソリン禁止)び描か 
れています。 

©記号は行為を強制したり指示するの容を告げるちのです。..：. 

図の中に具体のな指示肉容(を図の場合は電源プラグをコンたントか 
ら巧いでください)び描かれでいます。 


A 危 




をザ、ノ IJ 、 ■/歸泣 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶巧に使巧しないでください C 
乂災の原因になります。 




敏化 
言口 


•外れ危険 

給排気筒（管、ホース）が正しく接続されでいるか 
点検しでください。 

がれでいると選輯中に排ガスび室のに漏れで、危険 
です 0 


馨給排気筒トップ開そく危険 

積雪び多いときには、給排気窗トツプの周りが雪で 
ふさびれでいないことを確認しでください。ふさび 
れでいると苦は、隨雪してください。 

運転中に排ガスが室内に漏れで、危険です。 

•温風吹出口をふをがないで 

巧類、綱などで温風吹出□や空気取入□をふさいだ 
り、異物を入れないでください。 

巧類、紙などでふさぐと、異萬觸焼や火災の原因に 
なります。 






® スプレー笛厳禁 (KTTh ^ 

スプレー生を温風のあたるところに放置しないでく 1えこ# 

ださい。熱でスプレー定の圧力が上がり、爆発し、 ijfr^FjJ \ V 
危換です〇 I 占 j 


•可燃性ガス使用厳禁 

ストーブを使巧しでいる部屋で、巧燃性ガスが発をずるちの（ベンジン、シ 
ンナ ー、 ガソリン）、スプレーを使巧しないでください。 

义災や故障の原因になります。 、 




•力ーテン、可燃物近接禁止 …^ 

力ーテンや燃えやすいちののそば、ほこりの多い場 J なし f \ 
巧などでは使巧しないでください。 V 2 

火獲び発生するおそれびあります。 _ 卿^^ 

•給油時消火 

給油は、魁す消乂しでから巧い、こ(ぎれたなミをはよ 

くふきとつでください。乂がのおそれがあります。 

' ' , 


® 油漏れ確認 ^ 

給油□は確実に蹄奴給油□をでにしで、油漏れが fell - 

ないことを確かめでください。 I 

給油□が福実に締まっていないと、簡単に開いで乂 sJ ^ — 

災の原因になりまず。 目 

•異常時使巧禁止 '觸爲 

巧一異萬を感じたと苦は、使巧しないでください。 C ご^^ ^ 
異證燃焼のおそれがありまず。 I 夕公(入 

すみやかに違 I ちボタンを「切 J にしでください。 V . 


® 温風に注意 

温凰に直接長時間あたらないでください。 

傾温やけどや脱水症がになるおそれがあります。 

I 一心特におさ棲や岩年馨らご.扼をず呂をなちび使われるときは、簡國の人び十分注意しでくだ 

^族是い。;:-—. -'—:i な-;—..:.\が見 

覆觀 類などを乾爆レ腔場を、潭哲跨よつで色あせずることがありまず。 


® 指や棒を入れないで ^ 

給排気筒トップに指や棒などを入れないでください。 (X 

けがや火災の原因になりまず。 Aw 


® 高溫部に注意 

燃焼やや消火直後は、温風吹お□巧近や給排気筒か’高温になって.. ''严 
いますので、手などふれないよラにま意しでください。 -^ 

やけどのおそれがあります。 

麵慶 E 谋辜庭哥ま、特にま意しでくださし、。 . ■ 


MTi 





















































•分解修理の禁止 rr -^^ 

故障、破損したら、使巧しないでください。 

不完全な修理や改造は、危険です。 一^ 

. お買い求めの販売店に修理を依顧しでください。 


•腰をかけたり、物をのせないで 

腰をかけたり、やかんや花びんなどの物をのせない 證维^ 

でください。やけどしたり、ストーフ'が変形ずるこ (\ 

とがありまず。また、水が内部に入ると、感電、乂 VJ 

_災、故障の原因になります。__ ' __ ' . ;; _ 

雜 電源 プちパ つード 

◎ 電源プラグの振き差しは、必ずプラグを持っでち ； ^ 

コードを引っぱって振くと、磁線の断線により、 

感電やショートによる発熱.発火の原因になりま ~な^^ 

◎電源プラグやコードを傷つけたり、破損させたり、- ^ 

加工しないでください。また、重いちのをのせた (X 

り、如熱したり、引っぱったりすると電源コードド^, 。 

が破損し、火災、感輩の原图になります。 L が！ . .^^M 

◎ご使巧にならないときやシーズンオフ時は、安を Tl ち^#^^ぐ> 
5ため電源プラグを〕ンじントから振し、てくださ 

ほこりなどの付着による絶縁冀化により、漏電や ^ 

請熱-発火の原因になります。ときどき電源ブラ- --- H ..:: ^ 

グの点検-清掃をしでください。 ^ ^ 


•電源の接続 

◎ 電源は適正配線された単相100 V のコンたント政がは使巧しな ^ 

いでください。発熱-発火の原因になりまず。 

◎電源コードは、違中で接続したり延長コードの使巧-他の電気 V 3 
器具とのタコ足配線をしないでください。発熱-発乂の原因に 
なります。 _ 

•アースについて （ FF - G 330 AY . FF - G 430 AY ) — 

アースを必ず取り巧けでください。感電のおそれか f ありまず。 fli 

アースはガス管や水道管、電話や避雲針のアース線には接続しな . 

いでください。 


•変質好油に注意 

変震な油、汚れたミ由、水の混じつでいるな油などを使巧しないでください。 
異常燃焼や故障のおそれびあります。 





雜 CT 油の保管 

-• な油は、火気、雨水、ごみ、高温および直射日光を避けた場所に. 
〜保管しでください。ガソリンなどと一絕に保管しないでくださし、。 
誤って使巧すると異常燃焼や义災のおそれか"あります。 


# 


©据付け上の注意 

◎ お客様ご自身によるエ重は危険です。据巧け工事や移設工事は、 
必すお買い求めの販売店に依頼しでください。 

◎ス I -ーフ''および給排気筒の据付けについでは火災ず防条例、石 I 
油燃燒機器の設置薑華による親制びありますので、これに従つ 
で据巧けでください。 

◎ストーブ'の固定は、本体固定金具などで、醒実に固定しでくだ 
さい。 


® アルカリボタン電池に注意 

アルカリボタン電池は、誤って飲み込むと危険でず。 

©が害抗挺さ S の G 妄ご添庭では、—アルカリボタン擊池を与ぶ： 

こ-屆がな巧せ;ころに保管しでください。- ' ゴ ilia 
e 巧一飲み込んだ場合は、.直ちに医師にご相談ください齊 HE 

'' ' ぶ.*.;*公*.さぶ:さ*.... •こ: た:た:み•ごぶ V .、ごミン； 


アルカリ 



•ほこりの除去 •- 

ファンフィルターは、1週間に1回]^上掃除しでください。 

ファンフィルターにほこりか‘たまると、温風震か t かなくなり、ストーブ内の 
温度が異常に高くなって過熱防止装置か‘作動する攝合がありまず。 



安全に使用するために 


藝マントルピースなどには据付けないでくださし、。 





0標高が15朋 m な上の揚巧では使巧しないでください。（空気の;震度 
:び薄いため、燃焼に必要な空気び不足します。） 

高地で使巧される攝含は調整び胁聖でず。（詳しくは、型細與面の 
な工事説巧書 ( 高埋または延長配管で使巧の場台 ) をご閱ください。） 




每温室、飼育室、乾燥室などでは絶巧に使巧しないでください。 




I • 




































































(( w )) 表おのある頂目はアラームが 3 回鳴ります。 


7、< ッミ- 


時計させ時計ををわせるときにの換えます。 


給涵费2/プ ..;. 




タイ 7 -させ 


時刻、タイマー時刻を合わせたを 
に切換えます。 


タイマー時刻をさわせるとさにの 

換えまず。 を;.- 

( 17 ぺージ） 


点 巧 
り。))） 

給'进タンクのな巧びかなくなりま 
した。早めに給迹しでくださし、。 

腫い点減 

給'迪タンクのな迪が更にかなぐな 
りました。給怨しでください。 

早い点滅 
(((«))) 

ミ由のれで自動消义 . 

(運極ランプを早い点滅） 

( m — ジ) 


■ . > 

計 a せ 


: Dg 設定温度 巧おな 

了-目 S こ呂呂 •-- 

mx 


( をお 厮嘲 る CORONA 

...こ1曲鼓かぶ.狸転入"の 

Mi 


mmm 

クリーン 


ゾ .f 1.1. が JI. 


を‘’お:；.、 7 巧::ニネ 


0 防〇 


てマ—ィ 

W ™> 寧〜 店飄就 

点 巧 

エア—ク 1 」_ン運輯中 


(約 10 砂 ) 


ぎました。 '-. 

掃隨時期をお爾らせします。 _.. 

( 19 〜 20 ぺージ） 


温度表示 • 時計表示を切換そるとぎに巧します。 


さおやすみ>おはよラタイマー運極を它ットす 
るとぎに巧します。 

おやすみ^おはよラタイマー運輯をじットす 
ると、おやすみランプとおはようランプび同 
時に点なしまず。； （ 19 ぺージ） 


をぶ 3 i 点义卒—悼ぶ遠点化ランブ兼巧） 

® 砂速点火のたット-自?席をずるとさ(こ巧しま; 
ず。 

[点な 1-^ よ速点火びで言ます。 I 

;がぺージ) 


醒 


tti 夕 


ドお潮欄 


承參> 


® 現を時刻とタイマー時刻をさわせるときに ® 設定温度を変えるとぎに巧します。 

巧します。 

(時） . 時合せ V . ミ忌度をでげる 

(分）...……巧台せ （ 17 ぺージ） A . 温度を上げる り日ぺージ) 


お I まぶラがタン 

(おはぶラランプ譲巧） 


a おはよラタイマー運輯のたツトをずるときに 
巧します。 


おはよラタイ 7 —運頭がでさます。 


( 18 ぺージ） 


ゆらぎ當エネがタン 

(ゆらぎ營エネランプ譲巧） 

□ックがタン 

••• 

® ゆらぎ普エネ運頤のじット.辭除をするとぎ 

® チャイルドロックのじット-閣除をずるとき 

に揮しまず。 

に巧します。 

巧 打ゆらぎ省エネ遅頤中 

( t ーブ消义中ち点丹） 

。己ぺ-ジ) 

(巧ぺージ） 

ノ 


e 点义-消义するとぎに巧します。 


を熱中（ず熱完 3 澄自動点义） 


燃焼中 


早い点滅!_何かの原因でき動消义 

( 14 . 1 目. 21 ぺ-ジ） 


おやすみを一 

(おやすみランプ殼巧） 


® おやすみタイマー運輯のたット-閣隨をする 
ときに巧します。 


時間運輯後自動消义 


( 18 ページ） 




® 弱運輯のじット • 稱除をするときに巧します。 


点„„な i 弱運輯びできます。_ 

( 16 ぺージ） 


LJ ] 













































































ミま）イラストは説明のためを部なな•表示した状態です。 



巧空 S 度 否巧 S 度 

固。。固 


の空空田 沒巧23 

团掲 


因を互度 否巧2度 


0巧巧 

A 压化 I 


デジタル豪を部 


I 温度点な（温度表示） 

左側：設定温度表示 (12 で〜30で） 

(未むツトの場さ、自動的に22でに t ツトされでいます。） 

石側：室内温度表お 

I 午前または、午酱点灯（時刻表示）0時計動たコ□ン点滅 
左側：時 ち側：分（例）午前8時30巧 
1切換スイツチを「タイマー含せ」にすると、タイマ ー fe ツト時 
刻を表示します。（ホたツトの揚含、タイマー時刻は自動のに 
午前6 : 0 0にたツトされでいます。時計動おコロンは消な） 

iff 点な 

停電後再通電（ストーブ運極中または、ポクト昇温時） 


垃定 S 面 密巧3ち 


一 BAA . . . A . 

〇ホ巧 一 — ——— 

0 

へ a 巧1 . ! ■ ■ 


電源プラグをコン它ントに善し込んだとき（時刻のまだット） 
停題後再通電（ストーブ傳止中または、ボットおが時） 


巧泛 3 S 泣巧 a 度 

□。。四 


巧亞 3 S 玄巧3度 

□。。國 

园。0園 


i し 表示点な：チャイルドロックのたット表示 

[ L 表示点滅：チャイルド□ックびたットされた懐、證お切換 
キーとゆらぎ晋エネボタン抬巧のボタンを禪したとき 

•(例） f 5表示：巧離自動消火裝歷のた動 
再度、点义操ををしでください。 

I その他の f 表示は28ぺージを参照しでください。 

' SFF 表示 

おやすみタイ7—お3後の厚止表示 


垃杏る面 S 巧 S 度 


一 . . . f . 

dq ]。。 [，'台 


〇表示点滅：弱遲極中に温度調節ポタンを押したとき 


|~1 



ピピピピツ! 


® 10円玉等の硬貨などを^■部のへこみ部に入れ 
電池ふたの盛目り部を満タンブザーの VEP 位賣まで 
をに回し、電池ふたをはすしでください。 


翁付属のアルカリボタン電池 CLR 44) の十極を上に 
し、水平にじットしでください。 

0舉池の+と一着シ3-卜させないでくだぎい。 

技:台長時間ご使巧にならないとさは、電池を取り出しでお 
いでください。 -..ク — 

e ち'一液漏れがおこったときは、ちれをよく巧き取つで 
. から、新;しい躍弛とな觀ムでください。 

©聖池ふたの^目 P を満タンブザーの VEP に合わせで 
はめ込み@印]位置までちへ◎し、髓実に綿めでく 
ださい。 


® 給ミあ□をで側にし、満タンつザーの電子音（ピピ 
ピピッ）び鳴ることを確認しでください。 


•満タン フサー とは… 

給油時にな油を入れすぎで満タンになったとき、またはご使巧巧に給油タンク巧のなミをか’少なく 
なったときに電ろ音〔ピピピピッ（約5秒間)）でお知らせする機能でず。 

ジろ一•、な';':•:''•，。なパ'* ‘-，一 い' ぶ-''-'---—ぐ.'-，/ こ'.-', こ::：-:;';-で'—…':, ■y をで--ベ，'''，'古:-'…ソー-く:-々''ス-ご':'ろ 'でごで''-:スタ;-ソ,'ぐ'.:-一でこ;:.な-'-'—,；•で r ,-—7— - こ'"'一 

:'斗 A 注意"!アルカ U ポタン電池は、ルさいお寻様が誤って颤み化むと大変危 P 黄でず。まの届かな 
户がをころ惜お蠻 fc 请髮ださ既滅 teSfe 透がお擺営段寒直論医挪ご瑟楠談器だ蓋が終な敏黄賓/ 
-電她が消裸しまずと、満タンブザーの電す音がルさくなったり、0,1らなくなったりしまずので、 
"-:-藥池を交觀じで寒賠ざ時户璋苗導:醫巧深 V ;燃:興辩奠き;皆機 

；電池を交換レでち輩ろ音が蠕らながときは故障で:ずので C お賢レがめの販売店にご相談ぶ:ださレ、。 







































、燃料は必すなミを （ J 旧1言な油）を使巧しで< ださい。 


錐 [A 危険 I ガソリンなど揮鶏性の高い細ま、 
乂がの原因になりまずので絶対に使巧しない 
で < ださい。 

© レ !\ 连意1変質なミを、ミ与れた油、水の混じ 
っでいる灯ミ由などは、絶対に使南しないでく 
ださい。 

注意 I なミをは必す火気 - 雨か - ごみ - 
富温および直射曰光を避けた攝巧に保管しで 
ください。 

ガソリンなどと一總に保醫しないでください。 
誤って使巧すると異常燃焼や乂災のおそれか ’ 
あ0ます。 




指先に燃斜をつけ、;意を/るぎかけます。 
(义の気のない巧で巧つでくださしん) 






な油は 
めれたまま 


ガソリンは 
すぐ乾く 


不繊な總会感 


巧シーズンより持 
ち越しのな;'由 




長期間曰光にあた 
る所や温度の高い 
巧に保营したな';由 




容器のふたが開け 
であったり、白い ^IMM) 
ポリ容器で保管し 心^シ 

饼ミを ® 




水-ごみやな巧な 
がの油び忌んのね 
すかでち混入した 
巧油 



劍 


I :がごかガソリン. S 油 
海が巧.'.でかぶらが 


© 極度に変質したちのは、黄色味びかったり、すっぱいにおいびしまず。 
暴な油はシーズン中に使いきりましよラ。 


.圓変 g 口油や不韩巧油を使用す承と; 為なぞ ■'善 
'み心‘結を程廣起モ浊苗'ま奇お¥論焼ず接營整を歧捂 
. スト-^ブの損傷を早め、'.;が P 瞻め原困にな0まずを镇 
® 水やごみが送油経路に流れ这みじ燃焼巧度や鐘义ぶ 

不良が馬因になりまず。' ''' ■一。…' ぶ'■'■'■が:ごパ''' 


: . B 石:: 7 襄齊巧迪策ず離な油を使孽尝感戸 

なか;給油タシクおホ0固定タシク'内のな證を辕藥耗备 
:镇迎女；シクはきれがなな油で茲ぉ3回巧っでがら使 
用しでください。（悪い旌び巧っていると再諾し 

ゴべ蒙等肆糞鑄鱗黛寧霸畜繁镇山驚.，黨巧然妓ぉ 

e 悪い油を巧きとってち効果のないどぎは、ぞお資しが. 
翁 g 巧販売齡たほ寒裝嵌资司茵織き騰猜' 
談感回强襄祭紙參照)I暗ご邏路魏勞聽察鶴おお 


変醫なを ■ 不純な油び願圃でサービスを依頼されたときは、お飄期闊中でを寶料拒な ^ 


® [么ミを意 I 給油は必す消火しでから巧い、こぼれたな;'曲まよくふきとつでください。 
乂災のおそれがありまず。 

圍繪體®霉臟堂謹意 、 



參オーブンつまみを強く司いで、給油□を開いで 
ください。 

;み燃焼をは總対に繪油タンクを取り出さないでください。 
- — e 給ミをタンクは、ぶじ)けたり落としたりしないよラ、で 
塞.いねいに取り撒つでください。 ... 


® 市販の給なポンプなどを使巧 ’ しで、巧麗計を見な 
びら給ミ由しでください。 

® ミ曲量計の半分くらいまで色か ’ 変わったら、給油を 
やめでください。 

- 〇财■独が油麗計のところまで入ごで< ると、';' 黑色に変ね' 
；， r ： '.つで きまず。 转媒德巧な；：該舞 が城ざや';'づ喊ご％%さ ''端'" 

1:;®巧岩;口'沾をぶれず.ぎた場'含'列萬さ:ジブ鼓 M め擊ま音；〔だ 
けがピピ巴が(約已戳間かでお知らぜだまず。;':満タンブザ占 
な致び嶋りはじめたらずぐ給迪を化めもあみれ^な.いみ; 
; . rv うを憲しで.ください。異攀.爲霉. V 灣 
P ' s ; 給油卸こ力を力日えで変おさ世まずと、く 
1なさ:油漏れな)原因になりまずの抵;灌胺 
を;をせなし、をくだぎした I 讓義萬:鑽;，短 
記 e 猫油ポジブめホみスが抜ななし'、—まろ； 

K 撫抗义縛むな省與其.史釋盡 

mlA'AM I 給ミ由 □ は、確実に「パチン J と音が 
するまで國の位置を強く巧しでください 。^ 



強く巧す 



給油タンク 



給ミを □ を下にしで、ミ由漏れびないことを禮かめで 
から、ストーブに正しく静かに入れでくださし、。 

'® 0注願 1こぼれた tr 迎はぶく项臺賊を思孩だ苗い。' 

9指ミ由タンクが亞じぶだがドされ;でいをいと、'不經乂や苗 

汽途ホミ献妨原剧ごなり;ま续這边婚夕^…苗苗}:が LkI を 


藥満タジブ巧安の電3音にたよらす、..必す油靈能を衰ながら給泣;しぶあみねさせないようを看してくぶ 

鍊占さ,、戶ヴ沁ご "^' ， ;; 巧ゴ獲扣 ' み思くぶ —’'… 〜中苗 '、—' ■'ミな 三 ''; 鞍をを夕議懼變薄ろ建 ! f 窥籍養 K' 羣紀をみミ濟愛 ;'' 為、 :? 謬 :! 

-- 冷えたところで給油し、給油题か ’ 少ない（半分な下）場さは、給油 □ を開いたまま、し[まらく室溫 

謙 . にな馈せでが g を切卜しぞくださし、 ' 。 '——:'; ぶ苗鑛怒黏壤冀靖ミ毒記讓鱗器 & おお g; がぶお V 

梁給趙タンクを持ち遲ぶと音;'.満タシブザーのフロートび作動しで、 ® 寺音び鳴ることがありますび V 
等'異聽薩:谋讀為错講诚を©壌巧葛詔難 te 强 S 馨お;社ぶ 

弟給油時、,滿タシブげ異にな油がかれらなしなうを憲じぞ《ださじた '覆が環 ' y 避’豁' 馨鏡をぶ 




















□な夕少鄉く驟 St 


鲁ご使巧中、給油タンク内のな油が'かなくなると、給ミあアラームの電号音[ピピピピツ（約 5 砂間)〕 
でお知らせします。そのまま使巧し、固定タンク巧のな油びかなくなると、給油ランプとアラーム 
で給ミ由の予告をしますので、單めに給ミ由しでください。 

給ミ由しないで使巧し続けますと、ミ由のれとなり自動消义し、給ミをランプ•遲輯ランプの草い点滅と 
アラームでお知らせします。 : 


給油タンク 
残ミ由量約©.已ピ 


输由鶴® 


S 給油ぞ告⑤ 


給®タンク 




固ちタンク 


® 給’油〈点な〉 

M 値；女 



-命--給趣 <遅い点厕> 


k 

F 


油切»»が^ 

、し 

-嗔遲撮(識 

1 

来給油織〉 
ぶ。巧をを进 


怒油がな-ぐるづで消乂した蠕さは、必す給油しでから点火操巧を巧って.ください。/, 
:給油をもなかを再運範巧きません。 ！ 


!鑽^®然 


点火前の準備と確認 






® 給ミをタンクや送油管の接合部などから油漏れびな 
いかどラか禮認しでください。. 

• " • •命...命... 

•. /こ/こミ 

纖嶋链赢 iS 居— 

にごす目談くだきし V . , 一...,. . 


霞源®接禱 


參電源プラグをコンじントに巧の根元まで確実に差 
し込んでください。 


コン它ント 
100V 



注意 ] i 


|___ な I 言''周圍獅磯認 


電源プラグ•コードの発熱-凳火を防ぐために… 

々 爾源は、必す適正配線された単相1日 0V のコンたントを使巧し 
で〈ださい。 

e 爾源コードは、遂中で接続したり延長コードの使巧-他の窜 
_気器具とのタコ足配線をしないでください，_ 

爆ス i ''ーブの上や周固に燃えやずいちのを置いでい 
ないか確認しでください。， 



Q 


点火前の準備と確認 


隱接趟 （7 — 又）®確認 ( FF - G 330 AY • FF - G 430 AY ) 

確 「么ミ王意1 アース巧端导（アース尊巧©ねじ）を使巧しでアースか’接地されでいることを確認 
しでください。詳しくは、お買い求めの販売店にご相談ください。 ' 



® 「 A 嘘吾1 給排気簡び正しく接続されでいるか 
確認しでください。はすれでいると運監中に排方 
スが室内に漏れ危険です。 





® 運輕ランプび点滅します。 

鲁す熱か’完3すると自動点乂し、運極ランプは点な 
に変わります。 

•戀が聴、放遇島と同時に駐 W 曾を発しまずか‘、驛銷で.'. 
户ご游ありまぜお。巧謗嶺; r 谤訪を.? /V 品がぉ';;'巧ぶ 

綾—®'窝み操作からが輩(戀义)まで室溫により多み変化じま 
難繁弓请だ約3巧み予熱時間がかかります。-なを… W 變 
5 K 一^台慈次を:；'約鞍お窗^風が出始めま等磅こ這 ををが巧:'. 


運輯停止中にず熱しでおくことにより、点义時間を短縮させる機能です。 



•秒逮点义ランプが点滅しまず。 

砂速点乂ランプか‘点;威から点口に変わる（約3分 
後）と、砂速点义ずることびできます。. 

參点乂操作後、約15砂で点义しまず。 

隹砂速点义を辭除するときは、をラー度秒速点义キ 
—を押しで、砂速点乂ランプを消なさせでくださ 
い。'' 

を独遮点 W は、/12時間たごと自動のに Mife ：® 載ぶ K 
K を秋速点火ランプが点灯;しでいるときは、運捉原化中の， 
該を巧約;! O 0 W の消賢靈巧ががが.りまずを萬努读を京ぶ熱み.;''' 

• 運転停止中に妙速点义ランプろ< 点なしでいるとぎは、 

: y をがド祟魏面ががじ暖力ぶなりまが藏皋講ち;為がミ r 
• タイマー運拓にすると砂速点义はき動的に解除され、 

■ '秒速扁义キー対甲しでち砂蓮点父ち癸がま馬赫段ま趙 
% が换シおお載を^ぶ谗轉おミ锦'，な靖が繁を三祭敎祭致萌た; W? 
































室温の調節 




S 度調顏諭參>邊师寶 


F 欄：圖酱式 

午巧 ra 的ホの 

「巧を田 nQ ^置器り I 。ぉゃず叫 V 国おの 

io ^ jSy ] [〇技田点义)1〇国远坛! 


: F - 己 430 A 、 

爸巧） 


雜温度調節ボタンを押しで萬望の設定温度にさねせ 
で < ださい。 

® ボタンを押しつづけると、表示は連続しで変わり 
ふ • S ? 〇 ' 。- n : 

-. 。ん心禱 ift 顯薩 ii 讀纖! 

::卿こみ姆魄體を務策 姑-^ 
誇單ホだがり力場資嘗設定湿度は启動的庭學袋 ip 巧 

-.. れな、幸を:.皆;.,;.-与磕臺韓苗鶴；_達 1 $-;.. こ_占軍な-. 

•設定涅度は、.じでから如で.までの範固でセットできま\ 

• V '''甘 

づ 。’ぶ戀鑽孩藻戀繁變 M 錯^^^^^^^^ 


急度表示は、ルームサーモ它ンサー周のの温度を感知しで表/ちずるので、お部屋の温度計とは 
数帽び一致しないことびおります。 ■ 
ルームサーモじンサーは、ストーブの上部や熱の受けやすい場所、直射曰光やち気のあたる場所を 
避 【ボス 適切な位超に取り巧けでください。 -.; 巧.；... 


I 唆场藝纖 I 車靈懸 


初めで使巧されるときには、ゆらぎ普エネ運転モードに設定されでいまず。（ゆらぎ營エネボタン点な) 
通常運輯にちどす攝台は、ゆらぎ當エネボタン（□ックボタン兼巧）を押しで、ゆらぎ碧エネランプ 
を溝なさせでください。 : 

•ゆらぎ碧エネ運乾とは… 

室温か’設定溫度まで上昇し、一定温度を保って暖房ずると暖かさを感じじくくなります。 

そこで乂力（燃焼 壁） を周軸のにコント□-ルし、室温を微妙に変化（ゆらぎ）させることにより、 
暖かさをおちなびら义力を抑えで効果的に暖房します。さらに室温び設定温度より2で‘上昇ずると、 
自動的に消火（じーブ消火）し、設定温度まででびると有動的に泻点火し、;室温を調節します。 

最ル义力でち室温び上昇する穏合（気温の高いとき、曰あたりのよい部屋）などは、；ゆらぎ普エネ運 
乾をお選びください。 ■ 1- \ 

哲寵 II 纖穂®職麟難黨謙議編纖試、鑛 g 知ご驚義壽讓義賴1疆霉こ:- 

© ゆらぎ省エネ運輕を解陈ずると r 部麗の溫隨ぴ±:驛1/でち V m か义货で運範が棄す敎で章温靖がむ--.--- 
驗織厳綾謎®織強ず。 嫁.'.; V ..;ぶ.^お'..'.シ;：;苗ぶ S ； 違^^^ 

® ゆらぎ當エネ耀臨にたットすると、’畢源プラグを抜いたり、 停藥 などかないかぎり、運輯ボタンを: 
押すと目 fi 的たゆ這寒省エネ運祗となります。 
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室温の調節 


室温が日でな上の場台、設定温度に関おなく最ル义力で燃焼を継続します。 

雜弱選韶ランプが点巧し、弱運輯を開始しまを。 

® 弱 if 絕单に:ご設麗温麾を変えるをど歧で;きません。，'も; 
だ（温度調節ボタンを巧ずと,' アラームと1过表をの点 

:威でお缉窝爲賠宗如)祕ミ；; j 的ザをお:を'':-ち;- 

® 弱運輯を歸陈するときは、弱運転キーを押しで、 
弱選飯ランプを溝なさせでください。 


炎の状態 

® 強燃焼-弱燃焼とち工場出荷時に燃焼状態を調節 
しであります。 

雜冀のが態は青い炎の中に、いくらかの黄色い炎啸 
乂）が混じつでち異萬ではありません。 


消火 


雜消义し、運転ランプび消なします。 

同時にデジタル表示部は温度表示から時刻表示に 
研り変わります。 

(ゆらぎ造エネ運輯中の嬉合は、ゆらぎ曾エネラン 
プち消巧しまず。） 

® 消乂後は本体巧部が;章却ずるまで送風を継続し、 
約6分後に対流巧送風機び厚止しまず。 


卓消次操作後は戾义が消えでけるをを'を確かめでくださし V -早麗 も'\ もぶ r : が：:'—ぶ;；ご1：:''专\ ■ 

® 緊急時ががに、ストーブに強い衝擊をちえで消火したり、電源な云.绽 g 線 t ； ィ芯の消火はしないで.く 

ミ德替鑛稽を爲:鑄蟲蔡壌攀纖賽鑛戮霸 g 線含:''^^^^^^ 






























„„谭讀轉麵®體較营默た 


變輩源プラブをコンじントに差し込んだとき（まじット）、デジタル表示部はを表示 
します。 

嗎 ri * l +^44» lml*S ® 切撰スイッチを「時計含せ」の位置にしでくださ 


'[ Ifita 體置 
歷 IZ 賓 S .. 

/ .. FF-0430AY 

f 。 里因^ i . 


。里因^ anss 

〇!« 03:(20^ 
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ぶ镑巧）一 


。空ち^555 を巧 

II ： (121 -0^^ 

f 巧巧叫な就 I 。巧ゃでみ T i 
10ぶこ;]1。0泛かぅ0担豆も、! 


F も 0430 AY 

ら 搶巧つ 


® デジタル表示部は;：.午媛[，'巧••に G ] を表示しま. 
す。 


雜時-分ボタンを押して現を時刻を含むせで<ださ 
い。 

® ボタンを巧しつづけると、表示は連続しで変わり 
ます。 



まちびえないよ. 


I 奪計_|0|2置 ! ZfS 


時を合わ柄ときは 
〇注慈しでくださし、 

(例）午前8時30おに時刻を含わせる 


藥切觀スイッチを r 時計」の位置にしで<ださい。 

暴時計動作コ □ ンか‘点滅し、時計動作を開始します。 


]寥寺^ 黯刻獅體挺营默賠 

' 

® ホたットの場含、タイマー時剔は自動的に午前 1 h ]/[3 ul にたットされでいまず。 



® 切換スイッチを[タイ 7— 合せ_!の位置にしでく 
ださい。 

@現を時刻の舍わせかたと同穂にしで萬 望のタイマ 
一時刻に台ねせでください。 

® タイマー時细は、1度ち:リトず打ばお隐されま-ず。-- 
•タイマー持をリじット族は、切換スイッチを必す[時が J 
の位窗に含わせでください， 


タイマーの傻用方法 


圓黨屬或賽藥靈 150 b 霞 、 fc 

@現在時刻を合わせでいないと、おはよラタイマー運觀はできません。 



® 運藍ランプび点滅します。 I 

0ストーブ運転中は}甲す脑嬰はありません。 

® おはよラランプび点なし、デジタル表示部には夕 
イマー時刻び表示されまず。約日轉後に温廈表示 
に変わります。 

® 合わせた時刻になると、ゆらぎ普エネ選転を開始 
します。ただし、弱運較中におはよラタイ7—た 
ットされた攝含は、弱運輕で選頤を開始します。 

0タイマー骑刻、設定温歷を変えたい擺ちは、おはよラ 
ボタンを抑ず前に変要しでください。 


お(驟鑛該羅！ 巧 


邏擊憂3<變>邊揮" i " 


©おはよラランプび消なし、消义状態になります。 


9列■出時など、留巧中に赫燒卷開始ずるよラなタイマーたットは、總対にしないでください。 

• タイマーた'ント時刻を確認するときお.;巧]換巧带ツモを：[夕ずマち含せ凶ごじで;くださ,い。;.; 

9電源プラグを3をを父卜をら巧をたどさや信爾後再通電したときは、タイマー運輸までさま'せが。: 
萬廣焉活時刻を客わ趕、''ろみ F 挺巍爸投抵^行づで々だきみゴだがぶ;人 '嘴就赛品た;巧雜， 

:/ V •:ベが'兹齡:ふ r ':' ''い-''-.へ'ぶバパ'、：—':、4;:ご--''，こ,;',-;; ン - こ',''>一''パ；'''-;又.' ぶン -- ぶ-,. . '' ' ' :, 、…,•，— r •，—:\ 




戀ストーブ惇止中からのおやすみタイマー運乾はできません。 

’運転ボタシを巧しでから操作しでください。 

- . ' . '. ' 、 





©鮮賓齋率一獲卿寶 


® おやすみランプび消灯し、運転を継続しまず。 
鲁消乂するときは、還輯ボタンを巧しでください。 




















タイマーの懐用方法 


□驗^ " T 瓣►驗啟寡^黎靈懸 

©ストーブ停止中からのおやすみタイマー選転はできません。 

運転ボタンを揮しでから操作しでください。 

懸濟資齋►懸隱秦 ® おやずみランプ、おはようラ公プが同時に点なし 

まず。1時間運輯蟹に消义し、おはよラタイ 7— 
たット時刻になると、運輯を開始します。 


チかイル F ロック ___ ' . ■ 

おろ様などによるいたすら操作の防止や、誤って運転ボタンを巧しでち点火しないよラ 
にしたいときに使巧する機能でず。 

i 停止中に□ックボタン（ゆ6ぎ普エネポタン兼巧) 
を3妙が巧に3回巧しでください。- ' 吉ぉ g 

斤ャイルド□ックびかジトされ、デジタル表示部 
びに。となります。 

;チャイルド□ックの辭歸は、再度□ックボタンを 
3秒な巧に3回押しでください。 . - 

马夕瓣難薄 

屯厳化秦せん。;ぶ心'-'''’';が壤户^み養ぶと^ 

;(狸おボタンを押すと、アラームとに。表巧のなおでご < 

:。が淆游を！"ムます f ) :; ろ''}'〜で'' 々幾: wS み;;農タタ.明 


エ77〜ク | J » ン嗯使用方法。お手入れ方法 （ 

FF - G 430 AYJ 

圍使關猜戀 .V 

通常はストーブが遲転し対流ファンび回わると同時にエアークリーンランプび点灯し、自動的に 
エアークリーン運転しまず。 

傷ス I ブの運輕を淳止すると同時にエアーク IJ — ンち停止します。 

17 -•資！驚懸黨暢獲藝陽 •••- ; 

權ス]ブの停止中にエアークリーンキーを押すと、 
エアークリーンランプび点灯し、エアークリーン 
麗転をしまず。 

® ち ラー 度エアークリーンキーを巧す と、 エアーク 
IJ — ンランプび消なしで、エアークリーン運乾は 

停止しますを .... \_ ' -ぃ 

nvr な女-与。苗: 

苗驾島朵り竭吗 US ® 鸟ます C . 

誦 



□ッ資齋參:/獲3回摔薄 




エアークリーンの搜用方法。お手入れ方法 



擧エアークリーン機能をいつち最良のが態でご使巧 
いただくため、定期的にエアークリーンユニット 
の点検-字入れをしでください。 

©必すエアークリーン選輯を停止しでから巧つでく 
ださい。 


17胃資 U -^> iZ 、 ジ h 瓣攝 K ; 

エアー クリーンユニットび汚れると、 ェ アークリーンランプの点滅 (10 砂)で掃餘時期をお知らせします。 


■黨霉入 tl 藏護 




書エアークリーンふたを取りはすし、エアークリー 
ンユニットを左図のよラに取り出しでください。 



藥が裏極を巧输はが常に鋭利 j 
始^^占ぶ'ぶ瑣:な句が 

''•ぶれるど桓険ですので取り 
W " 挺段た驚戸ミ主屬じで賓たさ質を 


©中性洗剖を落かした破るま湯か水にひたしで、い 
らなくなった超ブラシなどでちれを疆としでくだ 
さい。 

翁すすぎ洗いをした渡、曰陰でよく乾かしでから、 
本体巧にちとどおり確実にじットしでください。 

‘-® 謀寄-乾觸した後でちエアークリーンランプが点滅ずる 
，- 、ときは、乾いた歯ブラシなどで封■先をかるくなうタシシ i 
難きい。;■験舞蔡簿鷄蔥餐纖鶴ぞ I 
•'エアークリーンユニットをめがたままちがドがたどぎや、1 
.纖 iffi 較る我がドむだしかし化きには二立アぶクな：シラ.! 
議養寃巧？備滅ずることがあります。:' か'.. 


' 寿れを落とすとき;放電極•集じん極おなどを変おををな ；(； なち^!こを憲しでくたさし、。 



















使用上®ミ主意 


#1 A ま意 I 給排気筒は高温です。やけどに注意しでください。 

@ストーブや給排気筒には、巧暖房巧の熱交換器などを取り巧けないでください。. 

ストープや給排気筒に不適当な熱交換器などを取り付けると排ガスの水分び結麗しやすくなり、結 
麗水か•凍結しで給排気筒をふさぎ、不完を燃焼や排ガスが害のに漏れる原因となり危険でず。 

また、ストーブの蕾命を短くする原因にちなります。 



このス I ''■ーブには次のよラな安を装置がついでいます。 

ずべでの安を装置は、霞萬が取り隙かれでち再度点火標巧をしなければ違転は淳止した 
ままです。 


み' rt -''. がづ 4- ■ぃ'''で 

::.ご:考邊品秦::勝: 

原 因 

処置ち法 


◎地麗や強い衝體を受けたとさ 

@ス|ブの圍逆に異當がないか 
禮認し、点 W 攘枢をしでください。 
(作動後は自励のにじットされます。） 

燃燒制御装置 

® 点火吉スをしたと含 
® 違牢失义したと舌 

® 日常の点検-ま入れ ( 22 〜 26 ぺ 
ージ参照)をしでから点义操作 
をしでください。 

© なおち巽常がある攝さは、お買い 
ずめの販壳店にご相談ください。 

停靈 安盛 製靈 

孝辭 m 國な繼:義悉藝卿 

；お pK も适魏(伽聘ぉ 11 ;黨凑:释 ' ^ 

\回。日能 0 。。國表を)] 

0 停電したと苦 

◎電源プラグび抜けたとき 

' 

® 通聖後、点火震祭をしでください。 

© 電源プラグを礎認しでください。 

• 

過熱防止裝置 

满雙握|議雲參霸義资: 
寒績蠢爆肖臟麵 

◎ 温風空気熙入□や温風吹出 □ 

' びみさびったとぎ 
® ストーブ前面に障蕾物びおる 
とき 

® 原因を取り除いで、本体内部び 
巧却しでから点乂操作をしでく 
ださい。. 


穀疊巧邊称： 


処置方想 

. 巧 

な. ン V -* .. 

一。 ご 

K ; —‘與 :. 

排氮管巍け綾知装歷 

こ’（齡示） 

- -< 

: 1{ 

> み >; 

>、ゴ .、•ス 

O 排気管の接続部びはすれたと 
を 

◎ 排気管振け横知巧リ ー ド線び 
はすれたり、断線したとき 

. ■ 

® 給排気簡および排気管の接 
に、はすれ.ゆるみびない 
認しでください。 

©排気管抜け検知巧リード線 
固定ねじのゆるみまたは、 
れ■切れびないか禮認しで 

しし、。で苗 因 □キでッブ 

/ づ巧を 窗 巧け孩巧巧りード巧 
' ... * 

続部 
か醒 

端哥 

をす 

くだ 

& 

1 ねじ 

felB&IMBM 

〇 巧部配線のショートにより過 

II 流が流れたとき 

◎シヨートの原因を取り除き、題 
流ヒューブを交換しでから、点 
义操作をしで< ださい。 


© 部屋の温度か’加でな上になつ 
たとき 

e 窓をあけ、部屋の換気をし 
ら、点乂操作をしでくださ 

でか 

し、。 



裔検•を入れは、消火後ストーブび十分おえでから、必す體源プラグをコンたントから 
抜いで巧つでください。 


@電気部.品め巧願や巧販記との费換は渔巧にしないでください。 

.感燃撫部の分解はしないでください。 


ストーブとストーブ周國 CD 点横 

(使用ごと） 


■闊圓®可燃物 
圍屬乏 ^。 mn 


®l A 注意 I ストーブの园固は常に籍理.清掃し、 
燃えやすいちのを麗かないでください。 

® ほこりや恐れをそのままにしておくと、ミをがしみ 
たりしで盾険です。 

ストーブは、し VD ち清潔にしでご使巧ください。 


圍涵漏•油0紀囊 19 
油黛に I ;讀 


® ミをび漏れでいたり、ミあのたまり、にじみびないか 
扁横しでください。 

I : ♦•油漏れのあるときは、 I お题が巧鼓な販売店に修理を依： 
















































I 繪瓣 s 簡®感邀 ft 

' 

給緋薰〇 


© FassI 給排気簡(營.ホース)が正し < 接続 
されでいるかときどき点横しでください。 

はすれでいると運転中に排方スが室脚こ漏れで、 
危険でず。 


參シーブン初めには必す点横し、くちか’巣をつくつ 
たり、異物が入ったりしでいるときは必す掃除し 
でください。 



LJ 給排麵簡圓圍®禱醫物 

!」〇11>勞0磯攫 



©給排気筒およびトップの周固に障害物び置いでな 


いか、と含どき点横しでください。 ' : I 

障蕾物か’置いである攝含は、移動しでください 。：I 

® 給排気簡を一度取りはすしで、再び取り巧けると I I 
言は、排気管の接続部内部にはめ込んである〇リ ；I 


ングび破損しでいないか確かめでください。 



' 

オイルフィルタ-"。固定タンク®手入れ (1 シ—ズシ台画 ）I 


オイルフィルターや固定タンクに水やごみびたまると、 

給油タンクにな;由か’入つでいでち……_ 

® 点义しない-に , pi 

® がび飛んだり、淳いたりするつ ;__、 


点义しでち遗中消义する 


國 


画对ィ JI / 寥〜 

® 園寇寥>安 
の攝隊 


讀斗ィ]1^參™獲 
顧資出赛 




® 固定タンクからオイルフイルターを取り出しで 
ください。 

を i ォイ肪イ 

:ンクに楚とさないよラを愚しでください。 



誦 




® 固定タンク巧にたまっているごみや水をスポイト 
などで施いでください。 

(ストーブの保管時に固定タンクののな油を拖苦取 
ると苦ち同じ方法で巧っでください。） 

® コップなどを固定タンクの上においで振くとなミを 
をこぼさないですみます。 
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fe ッ h 寶覆 


® オイルフイルターをちとどおりにたットしでくだ 
さい。 

«こ(まれた灯油はよく面含取つでぐださい。 

ミ！?^がなミピ: ffS ミを'がが也'''''々' 一心'''二'\ . -シ： ■ と二、-: 


»オイルフイ、ルターおよび固定タンクの掃除を任つでち、点义しない•おび满んだり、落いたりする 
二途中で消火する場含は、--.お質い巧めの贩売店に修理をあ頼しでくださし、。 


熱交換器の点横 お質いホゆの販売店に依頼してください。 


熱交換器の巧部にすすか’異常にたまりまずと、不完全燃焼の原因となります。 

r ® 異常燃焼::(においがしたり、給排気簡から黑煙がでるよラなとき）びおこった屬舍には、バーナの点 
_積とあわせで熱交換器の点挨を、.お買い求めの販売店にあ頼しでださし、。，’ ’’ / ^ * 


































の夸 ’ き窓の透明度が屬くなつたときぉ買し、ぉめの版売励。を頼してくださし、。 


藥のぞ含窓をはすしで/るく場合は、なのよラにしで 
ください。 

® 前パネル•グ1」ルをはずし、のぞき窓をとめでい 
るねじをはずしで、しめらせた巧でみき取つでく 
ださい。 >. 

:々ねじ部は巧温になつでからは弓‘しでください。 

^ 〇ちとどおり; こ;白義 にね が綺^惹がさ胃鬚 

.• るぶ•二る、苦。*,ご么こ二ぶ，とと*^;*.. V 。。ムみ一こんなこ;,;三シピシシ^% i け;•パ.。;:^-*.*ゴる &さ ^••くぶぶ三ん f —.— •： ■ ! —•— /〜-一こ ; v .-- 

き窓をははすムたときは/パッキンを新品と交換しでください1 ■ .. . 



) m ® R^yj U ® fefe (週谓） 

し.！…»^髮1誦 | か! ■ I . ... ■»丄.山，|,リ，…1の,山,"…, ,■,, が^ i wu - u ^ ……。 .. j ...., ，•り—•.心.■一一剛 I 雨 .1 一 心,""…り, I Ml 11111 PI Iff ,," ■…*«^^*^*4,心«8 831 



@本体や温風吹出□の活れは、本体びちえでから、 
しめらせたやわらかい巧でふき取つでくださし、。 


嘴と掛爾細し、.懒劉 


温風吹出曰羽根を曲げたりご変おさせないように注愚レでください; 


ファンフイルタ~©掃除 __________ (週1回な上) 


障 注 g.J ファンフィルタ-は1週間に1回社掃陈しでくださし、。- 

ファンフィルターにほこりびたまると、音び大きくなつで温風麗がかなくなり暖房出力がほ下すると 
同時に、ストーブ巧の温度か•異常に高くなつで、過熱跑止裝置（まをサーモスタット）が作動する揚 
合びありまず。 

巧のま順に従って、フアンつイルターをはすしで掃隙しでください。 


JJ 運 S 獲停 


® 運輯を停止し、対流フアンも、’止まつでいることを; 
確認しでください。 


ファンフィルターの掃除 



鑛フアンフイルター上部のとってを持つでを前に引 
言上げるとはずれます。 


® 掃隙磯などでファンフィルターについたほこりを 
取0除いで < ださい。 
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* 7 ア^^イ Jb 參胃獲 

取りがけ覆 


® フアンフイルターをちとどおりに取り付けでくだ' 
さい。 


® つアンフィルターをはずしたままの状離でほもち絶対に運飯むないでぶ:度ぎ垣を: 



定期点検のおずずめ 

一一：一。一-一一'-..-.-.‘■""•か,"■■||||'■"脚 I ■!! ………， 

長期間ご使巧になりますと、機器の点検れ’必要です。 

©2 シーズンに1◎程度、シーズン終3■禮などに、お買い上げ店または修理聲格畜〔(が）曰本5油燃 
焼機器保守協舍 (TEL 03-3499-2928) で巧ラ技術营理講習含修3者 （5 ミを機器技術醫理±)など〕 
のいる店などに点検依頼されることをおすすめしまず。 

地震などの災害が発をした:ときの点検について 


地露などの災害力 《 発をし、製品に振動や衝擊力 《 加わったとさは、選転前に必ず次の点検 
を巧っでください。 

◎給排気筒固りのはすれ、漏れの確認 
点検で異窜ろ見つかった場含は、お買い求めの販売店に修理を依顯しでください。 


誦 















































次のぶラな親象膝鐵膚で膝凝 Q 豪越 Aa 

® 修理を依頼される前にちラー度お礎かめください。 


; 初めで使用すると苦、煙やにおいか’でる。 

耐熱璧料やほこりなどが焼けるためでず，' 

しばらく窓をあけで換気をしでください。 

. 

» 

; 初めで懂巧ずるときや、シーズン初めの初 
使巧時に 1 回で麗乂しない。 

固定タンクになミ由がみたされるまで 4 〜 5 せ位窝つで 
点义操作をしでください。 

送 ミを 経路の空気たまりなどにより、 1 回で着义しない 
ことがありまず。 2 〜 3 回点火漂作を くりかえしてく 
ださい。 

すぐに点乂しない。 

< < ' 

石迪ガス化ちなのためず熱膊間か‘ 3 巧程验 勇でず。 

(予熱時間は室温により多少変化し まず。) 

燃焼開始時や消火後に「ピチピチ」といラ 
音びする。 ' 

本体巧部か’熱により膨張、収禍する ためです。 

異常ではありません。 

点义しでちすぐ温風びおなし、 

不快な冷風をおさないためであ 13 、本体 巧部が暖まる 
と温風び自動的に吹き出できまず。 .. 

消‘火しでち温風び出でいる。 

本体の部が帯部するまで送風を継親します。.. 

点义プラグ.フレー ム □ッド.パーナヘッ 
ドが茹くなる。 

おに熱せられで雨熱するためです。 

淀の中に黄色い冀び混じる。 

黃幫ではありません。 

''' 

使南中にと妄ど苦1■ポコ-ポコ」といラ音 
: がする。 

給ミ由タンクから固定夕みのち(口な 迹が流出するとき.:; 
の盲で異常ではありません。 

\ 給排気窗の巧端から連続的に白煙び出る。 

夕 1 ■気温び抵くなると、排気ガス中に 含まれでし巧水分：.:こ 
び凝結しで水驟氮になるためで、異常 燃焼による白煙 
ではありません。 

, ■ ' : ' ' 


im 
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ら$が 


表示部 
を消な 
または 
が 



擦夏—お這ホり豁-咖唐缔でし嚇も 

、••/く.:ん .: •立リシ. — i iv ; た.. rh み—;乙ゾ~が_.る:.:.ふ...こ.—.':..: 


おをあけ、部屋の換気をする 

標琶調密ボリュームを標窗にさわせで飼節 
する（エ舉説明密 r 留地または延長配曾で 
使用の踢合 J 養お） X 


22 


22 


排気怪の括锅部およびが気酱巧けお知巧 U 
—ド線の接綺部のはすれをなおし、はすれ 
でいたら正しく接窥する， X 


20 


エアークリーンユニットの摇除をする 




湿勇にお統する 


良質の灯油を瘦巧ずる 




练貨巧繼獅 III © る;; 


mmmm-t ：：：：. 


.. ピ.づ T ベみ &• ろヴみシピジ•み•なな 

遺親巧述装国が佑 


21 

25〜26 


陋蓄物を取り除< 

フアンフイルターの巧除をする 
骚源コード-ヒューブをな換する ，X 


葬苗購白槪鑛 


おおつでいるちのを取り除< 


ら5が 


爸巧をほ醜进獅おねがでむる乃 


排気留の接続圃巧び正しく取り巧けられで 
いるかな検する 

ノ V ッキンび破損しでいたら巧換する X 


r 地醫などの巧密び篇生したとぎの馬検につ 
いで J のなお頂目を画露し、遇をボタンを 
巧しなおし、再岳义すを X 


£S 


遵繊度を^ If ま^き街を 

巧ちえた 
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結油する， 

締め直す X 

延民 3 m 、 巧びり3超巧!ジ下にずる。 
にだし，操窗800 mU 上の®地では.延長 
2 m 、 巧がり3困巧なでにする X 


をな女ジジだな油がなむ誦 


障巧 


巧療ヴラなを3な®ジおに達し込/ U でいな 

レ、:..........:.......:.........一 


コンたントに®実に差しをむ 
通遇されるまで待つ 


善;欠の表にちとブいで、ちラー度お確かめください。 

©処置ちまで《巧の頂目や、処麗ちまにより処置しでち良くならないときは、お買い求めの販売店に 

ご相談ください。 


参照するぺ—ジ 


巧火で燃そる 


巧が大きくならな S 


巧猫れする 


狸短ランプちつかない 
趣砲しない 


火が述中で消をでしまラ 































































































變レ公ミま屬 1 不完全な修理、調整は轻険でずので、部湿のを換、調震び必要の場ちには、お買い求 I 
めの販売店または、修理翼搭畜〔(お)曰本百ミ由燃焼機器保守協甚で巧ラ技術管理講習含優3蓄（扫 i 
ミ由機器技術管理±)など〕のいる販売店にご相談ください。 . 

部湿交換は 3 □貧纖 Esa とご指定くださし、。 

消耗。劣化し解す い部品（交換が必要な部品） 

® 長期間の使巧により消耗-萬化しやすい部品 

バーナ ヘッド. 八ーナヘッ ドリング-電極‘フ レー ム□ッド 
•変質-不純な油の使巧により努化しやすい部品 

オイルフィルター • フレーム□ッド-気化简 • 電磁ポンプ 



おしまいになるときは、曰當の点横-を入れの頂を参照し、巧の璧領で保管しでください。 


1.電源^賽參霉三：/ h 獻賓抜 Lvr く絕違い。 

參 一(25 〜26ぺ-ジ参照）獅、 XT -^ U - 
y 3 .-V b り〇ぺ-ジ参照） ® 挪除霉く纔邊 IA il 

3。 繪適^会圍絕纔>資歸獅紅適蹇撫曇驟っ音蒼 U 。 

(24 ぺージ参照） ；1 

鲁か、ごみなどを残したまま保管すると、さびや巧あきの原因になりまず。 

4。 对< J に YJI /9-»®霉入 tl 馨し T く購養 L ^。 （23 〜24^ ージ善照） ；| 



雜掃除機などでごみやほこりをおり除いでください。 


6。 黎憾蹇し緣霉营 fc 帘巧賣 ft 蹇落堂 b 音皆每、か霉ぶ賽し^く fd 畜 U 。 

7。 天强音曇5體け |gf か Ifc 豪薰保管！^音 < 驚蹇 U 。 

® 温風吹出□や背面のフアンフイルターにほこりなどびたまらないよラカバーなどをかけでく 
ださい。 

雜どラしでち取りはすしで保管されるときは、ポリ袋をかぶせ、乾顧した場所に横倒しにしな 
いよラおしまいください。 

藝巧シーズンに据付けるときには、必すお買い求めの販売店にの頼してください。 



を取扱説明靈ち大巧に保管しでください。 


形なの呼び 

FF - G 330 AY 

FF - G 330 Y 

FF - G 430 AY 

FF - G 430 Y 

種 類 

気化式 ■ 強制糖排気お-強制な流お 、 

点火ち な 

電気点义す 1 

使 巧 燃 料 

なミ由 ( JIS 1号な油） 

燃料消費量 

最大 

0.431 L/h 

0.561 L/h 

最ル 

0.167 L/h 

0.167 L/h 

発熱曇(入力） 

最大 

14,860 kJ/h (3, 日日 Okcal / h ) 

19,340 kJ/h (4,620 kcai / h ) 

最か 

5,780 kJ/h り, 380 kcal / h ) 

5,780 kJ/h (1,380 kcai / h ) 

熱効率 

最大 

93% 

最か 

93% 

暖房出力 

最大 

3.84 I < W , 13,81日 kJ / h (3,3 日日 kcal / h ) 

己. OOkW , 18,000 kJ/h (4,300 kcal / h ) 

最か 

1.49 kW , 5,360 kJ/hC 1,280 kcai / h ) 

1.49 kW , 5,360 kJ / hCl ,280 l < cal / h ) 

迎タンク容量 

5.0 L 

標準適室 

温暖地 

木 造 16.5 rTf (10 置)まで 

コンク ij - 卜 23 .加 f (14 置)まで 

木 造 21.5 nf (13 置)まで 

コンクリート30.01 Tf ( i 8 置)まで 

藝冷地 

木 造 16.5 rrf (10 置)まで 

コンク IJ - 卜26.日 iTf (16 豐)まで 

木 造 23.0 nf (14 屋)まで 

コンクリート34.日 rrf に1豎)まで 

外 お 寸 法 

高さ 480 mm 幅目 90 mm 奧巧31 0 mm (霞台を言む） 

質 m 

22 kg 

電源電圧及む=周艘数 

単相 100 V 50/60 H 2 

定格消藝體力 

点火時 

最大6日 0/650 W 

燃焼時 

33/36 W 

37/40 W 


給排気筒呼な極 

D 40 

運転 音 

35 CIB (最大燃焼時)/の d 邑(最ル燃焼時) 

37 CI 己(最大燃蹲時)/ 22 dB (最ル燃焼時) 

給排気箇壁買通部孔径 

75麵または65誦 

排気 温度 

26 CrCJ^~F 

電流ヒューズ 

8 A 

安を 装置 

* . 

巧麗宜動消火装置-点火安を装置-燃焼制御装置-停電おを装置- 
過熱隊装置（安きサ-モスタット） 

その他の装置 

排気管振け検知裝置-過電流防止装置-室温異萬上昇防止装置 

巧属馬 

給排気筒たツト1-型紙！ •霞台1•取聴説明書1■スポイト1 
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配線図 





外形寸法図 


^巧風ぶリコ—ム 
-が观闽 




難 



正について 


參このコロナ密閱な石油ストーブには保証書びついでいます。「お買い上げ曰-販売店名」などの記入をお確 
かめのラえ、販売店からお受けとりになり、大切に保管しでください。 

參保証期聞はお買い上げいただいた曰から1を間でず。 

參次のよラな原因による故障および事故につぎましでは、保詔の巧象にな0ませんのでを意しでください。 

H 変質な油や不純な巧など、またな油な外の燃斜使巧による故障や事故。 、 

圍誤った使用ち法による故障や筆故。 i 


修理を依顚されるときに膝 


@本雲の r 巧障-異常の見かけちと処置ち法」 （27 - 28ぺージ参照）の項に従って調べでち良くならないとき 
は、電源プラグを巧いでお買い求めの販売店または、おおくのコ□ナお客様ご相談窓 □ (襲表紙参照）にご 
連絡ください。 

參保証巧間やであればお記雲の規定に従って無料修理させでいただきます。 


:画保証期間力《過—ぎで■いるときは が - ;苗; 
皆為®嗎目て巧め0販责店にご相談くだきい。-こ 
1^^1^|^^1^巧巧裹る製湿にっぃではぉ客 

雲®®唯》藤龍麵@^藝 


屬補修巧性'籠部品の靈转保有期間 <:..う’..::: 

.® 5油スト或な補修思住籠部品..(機能を維持 
.V ずるために必蟹な部品)::め靈お'保有期間は製 

ゴ造巧ち切'り鞭スをです。':ご \ i も.'.ぶ；;..ふ;'/.' 


® 翰送時や運搬時に給油タンク • 固定タンク内に灯油が残ったままですと、愼きや振動で巧ミ由びこぼれること 
びお0ますので、拟す抜ぎ取つでください。 


据付け場所の選定おぶび据付け要領 ____ 

圍災變帶險襲倒 

@1 A>iM I ストーブの据巧けについでは、火災予防を例など當種の規制びありまず。 

据巧け工事は、販売店-工事店に巧頼しでください。 

圍霞麵配線 

雜 I A 注意1 電源プラグは、必ず適正配線された集相 loov のコンじントに差しをんでください。' 

圍異置!髓 

® し成注顧地震などによる転剧防止のため、本体固定' 藝お寡ム动まう盛業‘巧去規岩盤请遗差'じソ:' 
金具を使巧し、壁面にしっかり固定しでください。 llg ぶをざを。:お站賓韓靖み-苗お舉帮..た': 

本体固定垂真か’便えない攝所では、床固定金具 （ F -82: e 輯倒防止のため、固定できない嬉巧で' 

別売部品）を使巧し、巧に固定してください。 誇 I 锋使巧みをしで々ださい。; '二.：.： 


i 湯所®選蕭 


©[ ass ] 積雪の多い地ちでは、積雪時に給排気簡び雪でふさがれないよラな取り巧け攝巧を題 
定しでください。また風びよどむよラな攝所では、排乃スを再度暇い这んで不完董觸焼を超こすこ 

とびを0ます。 























































































据付け例 



据付け工事後の確認 

1. ス I -ーブぴ壁または床に固定盡具で固定されでいることを確認しでください。 

2. なまな]未面に据巧けられでいることを福認しでください。 

3 .ストーブおよび給排気簡と周囲のが料との跑離は义がず防条例で規制されています。 

「標準据巧け例」を参考にし、確認しでください。 I 

4.給排気簡の翼遥部および、寸法は工事説明書の「給排気筒の取巧け」を参照しで髓認しでください。 

日.延長設置の攝含は、延長 3 m がで、曲り3簡巧がでで巧つでください。 

ただし、標高 800 mm 上の高地では、延長 2 m な下、ほびり3箇所な下で巧つでください。 

6 .適切な位置に電源コンたントび設けられでいるか、また輩源コードが給排気筒に魄れでいないか； 
確認しでください。 



誦 


圍選$5準備辯しくはに〜 I 4 ぺ-ジ参照） 

1。 給迪黎:/费 1 C な適 （ JIS 1 号灯漉）藝給涵だ 

違 U 。 ‘ 

2. ^ 苗''0置錢®主續送滴體®接続部盾、油體蠢 
0臀ミ鹽漏 ft 慰寮、磯献<た'賽 U 。 

3，電源^賽梦'邊 h に巧獅觀壳襄营磯裏に譬 
i 鑑 / i /^< 經臺 U 。 

4。高纖*^使闊蹇觀§場證魅空》適夕讚禱《於»調醫献 
iMmtUD 蒙皆。（講し < 屬證紙囊爾® I 擊識 B 層蠢 
Cllf す C 隱題墨§5管貫優屬錢場會) 霉藝照く贈'蹇い。） 

賣.又苗'1!画®家平器霄、水平に醫麗實 tl/TUS 
三農離確認音 <購養 U 。 


圍遅 IE 簡しくは M 〜16ぺ-ジ参照） 

1。 遇 g 歲寥 > 藝譯音く黨養 U 。 

變運輕ランプか’点滅し、約3分渡に点火しまず。 

©点乂後約.1分で対流巧送風機がまわり温風びでまず。 

， f 巧、: K ベ;:ス。； t . f ミ.；ブト.すぶをタタみミニ.ぅご;'-;:.:で-てををス ' -' ' ジ .. —' : ' ''/ , 

だ胤肖 

^ s ^熱琴料 te ? lito # i にお稱げぞま肆^‘變齊^ j まで部麗め顯 p 電じでください。 

2。 運孽5號藝>霉揮1^^、 m ^ XbZ < ti ^ l\o 

獲運転ランプび消巧し、約日分渡に燃焼巧送風機-巧流巧送風機か’止まりまず。 


麵 





























